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1. 施設・設備概要 

1.1. 基本情報 

 基本情報のリストを示す。 

 

  

耐圧試験装置

開発基盤エリア（南相馬）

広和株式会社

-

2019年

仕様　　　

主要諸元

■本体仕様

(1)最高圧力：2.2MPa

(2)内部流体：水（常温）

(3)材質：銅板製（SS400）

(4)外形

　胴部内寸：直径1538mm×高さ1500mm

　クラッチ部：直径1800mm

　胴体直線部：650mm

(5)蓋開閉機構：クラッチリング式

(6)質量：約3.5t

※設定範囲は以下のとおり。

①加圧圧力(MPa) 0.1～2.2 MPa (0.1MPa単位)

②加圧時間(分)　0～60分 (1分単位)

③減圧時間(分)　0～60分 (1分単位)

④（加圧）保持時間(分)　 0～120分 (1分単位)

■ハイビジョンカメラ

(1)数量：2台

(2)有効画素数：約210万画素

(3)解像度：FHD(1080p)

(4)フレームレート：30fps

■LED照明

(1)数量：2灯

(2)出力：1灯あたり約10W

(3)輝度：1灯あたり約750lm

(4)色温度：6000～7000K

飛行可能エリア -

施設に含まれる設備、機器 天井クレーン（2t）

保存データの形式・アウトプット
・圧力、時間のログ(.CSV)

・録画した動画データ(.MP4)

・スリング等

（供試体の設置にクレーンを使用する場合）

・DVD－ROM等

（データを持ち帰る場合）

・玉掛け技能講習

-

-

1

名称　　　

エリア

メーカ名

メーカ型番

導入年

事前に用意いただく必要のあるもの

使用に必要な免許・資格

利用上の注意

貸出単位

貸出可能な数



2 

基本情報（続き） 

 

  

使用料金

1時間につき（昼間） ¥4,490

1月につき -

全日 -

午前・午後 -

1時間につき（夜間） -

 夜間 -

超過（1時間につき） -

福島ロボットテストフィールド

技術課　TEL0244-25-2476

備考

(1) 使用単位の「午前」、「午後」、「夜間」、「全日」、「超過時間」は次のとおりです。

　◎午前：9時～13時

　◎午後：13時～17時

　◎夜間：17時～21時

　◎全日：0時～24時

　◎超過時間：0時～9時まで及び21時～24時までの間の1時間

(2) 次のいずれかに該当する場合には、使用料と同額を加算します。

　①営利の目的で入場料、受講料、会費等を徴収して行事を開催するとき

　②商品販売、商業宣伝等の営利的性格を有する行為のために使用するとき

(3) 準備のために使用する場合には、使用料を70％に減額します。

(4) 日をまたいで2日以上継続使用する際、展示物や器材等の保管のためであれば、夜間～早朝の使用料は徴

収しません。

(5)　施設に含まれる設備、機器において（★）マークのついたものは、使用時に別途費用が発生します。詳

細は対応する使用者手引きを参照ください。

問合せ先
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1.2. 設置場所 

福島ロボットテストフィールド 屋内試験場 

住所：福島県南相馬市原町区萱浜字新赤沼 83番 

 
耐圧試験装置設置位置 

1.3. 設備構成 

 (1) 本 体 

    

クラッチリング 
開閉部ギヤ 

開閉ハンドル 

耐圧容器本体 

耐圧容器蓋 

Ｖ３ 

Ｖ４ 

Ｖ１ 

Ｖ５ 

Ｖ６ 

Ｖ２ 

屋内試験場 
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 (2) その他 

     

        制御装置 

       

             モニター             試験籠 

ポンプユニット 

バルブユニット 吸込みタンク 

カメラ 

カメラ 

カメラ 

カメラ 
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                 録画ユニット 

 

1.4. 使用事例 

(1) 水中で用いるセンサや水中ロボット等の耐圧性能試験 

  

映像切替ＳＷ 

ブレーカー 

映像録画機① 
映像録画機② 

カメラ１ ＯＮ 

カメラ２ ＯＮ 
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2. 施設・設備詳細 

2.1. 図面 

  ※ ①～②：単相 100V系統、各系統合計 20A(コンセント１コ口は 15A) 

    △1 ：単相 200V30A 

(1) 屋内試験場 平面図（耐圧試験装置 設置位置） 

 

 

 

 

 １ 

排水口 

耐圧試験装置 

３相 
分電盤 
200V150A 

①  ②  

③  

取水口 
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(2) 耐圧試験装置 全体システム系統図 

 

(3) 耐圧試験装置 耐圧容器 外形図 
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2.2. 注意事項 

  耐圧試験装置の使用にあたっては、以下の項目を守ってください。 

 (1) 本設備は水による耐圧試験を行うものであるため、他の流体は使用できない。 

 (2) 本設備はポンプユニットおよびバルブユニットによる加圧及び減圧を行うように設

計されているので、耐圧容器内部で圧力を発生するものには使用してはならない。ま

た、耐圧容器内部は十分空気を抜き、空気が極力入らない状態で加圧すること。爆発

等を未然に防止するため、空気が耐圧容器内に多量に入った状態で試験を行ってはな

らない。 

 (3) 作業時は軍手等を着用し、受傷防止に努めること。 

 (4) 無加圧状態時、圧力計が０ＭＰａを示していることを常時確認する。 

 (5) クラッチリングを開けるときに、圧力容器内の水に圧力がかかっていると、蓋が飛

ぶ、水が噴き出す等の事故に至ることがあるので、クラッチリングを開ける前には、

空気抜きをし、必ず圧力が０ＭＰａであることを圧力計で確認してから開ける。 

 (6) クラッチリングを閉めるとき、爪と爪が完全に噛み合っていることを確認する。 

 (7) クラッチリング開閉用ハンドルを回す際には、ギヤ部に手を挟まないように注意す

る。 

 (8) クラッチリングパッキンは、柔らかく破損しやすいので、作業時に引っ掛けたり、

障害物にあてたりしないように常時心がける。 

 (9) クラッチリングパッキンがパッキン溝に完全に嵌まっていないと、蓋からの漏水等

の原因になるので、使用前に完全に嵌まっていることを確認する。 

 (10) ケーブル、コネクタ等の外皮を傷つけた場合は、水が内部に侵入する可能性がある

ので使用を停止し、福島ロボットテストフィールド職員へ連絡する。 

 (11) 制御盤を操作する場合は、必ず乾いた手で操作する。 

 (12) 蓋の重量は約６００ｋｇあるため、クレーン作業時の落下、指の挟み込み等に注意

する。 

（13）録画データ及び圧力ログデータを持ち帰る場合は、福島ロボットテストフィールド

職員へ依頼する。 

 

以上 

 


